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総 務 委 員 会 令和６年10月16日～10月17日

防災対策について（石川県能美市）

　石川県では、防災士資格の取得に対して補助金
を交付しており、防災士の資格を取得する能美市
民のかたが年間５０名程度であった。一方、蓮田
市においては、年間３名程度という現状であるこ
とから、こうした施策が県単位で進むことが好ま
しい。加えて、蓮田市の現状を踏まえれば、防災
士の資格を取得した市民のかたへのフォローアッ
プとして、地域で活躍していただけるよう取得者
の地域ごとの把握や研修などを実施することも検
討すべきと考える。

シティプロモーションについて（石川県小松市）

　小松市では新幹線駅の開業に伴い、国や民間企
業からのバックアップを受け、市としても積極的
にプロモーション戦略を練ることで、認知度や魅
力発信につなげていた。蓮田市においても蓮田ス
マートインターチェンジやパサール蓮田が開業し
たことにより、新たな人流が期待されることから、
国や民間企業の活力やアクセス性を生かしたシ
ティプロモーション戦略について積極的に検討す
べきと考える。

知育・啓発施設「ちえなみき」について
（福井県敦賀市）

　敦賀市では、知育・啓発施設「ちえなみき」を
知の拠点施設として建設。「泊・憩・食」のそれぞ
れの拠点施設で構成され、収支バランスのスキー
ムも綿密に計画されていて、開業３か月で１０万
人、開業１年間で３０万人の来場者を達成してい
る。北陸新幹線開業、指定管理者である丸善雄松
堂等のバックアップ等、恵まれた状況が重なった
点が成功の要因になっていると感じた。公設民営
事業のモデルとして大いに参考にすべきと考える。

重層的支援体制整備事業について
（福井県あわら市）

　あわら市では、１年という短い準備期間で事業
の実施に至っていて、体制づくりの手法等におい
ても大いに参考にすべきと感じた。蓮田市では、
令和６年４月から「どこに相談すればよいのか分
からない」、「悩みがたくさんであり、ひとつの課
では解決することが難しい」といった困りごとや
生活の不安について相談を受け、解決に向けた支
援を行う「福祉総合相談窓口」を福祉課に開設し
たところであり、今後の事業の充実に向けて意義
深い視察になった。

民生文教委員会 令和６年10月23日～10月24日

糸魚川市駅北復興まちづくり計画について　
（新潟県糸魚川市）

　平成２８年１２月２２日に発生した大規模市街
地火災からの復興を目的としたまちづくりについ
ての視察を行った。糸魚川市では、３つの方針「災
害に強いまち、にぎわいのあるまち、住み続けら
れるまち」と６つの重点プロジェクトを掲げ市街
地の復興を行ってきた。また、被災地にみんなの
暮らしの舞台「駅北広場キターレ」を建築。地下
には２００トンもの消火用タンクが設置されてい
た。今回は駅北広場キターレを視察した。

セーフ＆環境スマートモデル街区の整備について
（富山県富山市）

　富山市では、公共交通沿線の低未利用地におい
て、環境にやさしく、安全・安心で快適な生活を
享受できるモデル街区を整備する事業を視察した。
　セーフ＆環境スマート街区事業では、旧豊田小
学校跡地に交番、保育所、公民館、図書館が集ま
る質の高い生活環境を提供する住宅街区を PPP（公
民連携）の手法にて整備されており、また、バリ
アフリー化や ICT 活用による防災・防犯等のネッ
トワークの構築が行われていることも視察した。

建設経済委員会 令和６年10月29日～10月30日
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